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IT資産管理ツールのクラウド化
実態調査

情シス1,000人に聞いた！

2025年版
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本調査について

近年、テレワークやハイブリッドワークの定着を背景に、IT資産管理ツールのクラウド化を検討する組織が増えています。
エムオーテックス（MOTEX）でも、オンプレミス型とクラウド型のどちらを選ぶべきかというご相談を多くいただいて
おります。

そこで今回、MOTEXでは、組織の情報システム担当者1,000名を対象に、IT資産管理ツールのクラウド化に関する実態調査
を実施しました。PC管理担当者の考えやクラウド化の課題など、クラウド化を検討する上での重要なポイントを知ることが
できる調査結果となっています。

皆様がより良いセキュリティ体制を構築できるよう、本調査結果がお役に立てば幸いです。

エムオーテックス株式会社



3© MOTEX Inc.

2025年 調査結果1.
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本調査について

調査概要 「IT資産管理（PC管理）ツールのクラウド移行実態」に関する調査

■ 調査期間：2025年1月
■ 調査方法：インターネット調査
■ 調査人数：1,020名 
■ 調査対象：企業・組織に所属している 情報システム担当者 、かつPC管理の担当者
■ モニター提供元：ゼネラルリサーチ 株式会社

会社規模内訳

〜300名
29.6%

300〜1,000名
40.5%

1,000名〜
29.9%
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調査項目について

No アンケート項目

Q.1 社内のPCに関する情報をIT資産管理ツールなどのソフトウェアやクラウドサービスで管理していますか？

Q.2 IT資産管理（PC管理）ツールを導入（予定・検討も含む）した理由として、当てはまることを教えてください（複数回答可）

Q.3 導入（予定・検討も含む）しているのは、どちらの IT資産管理ツールですか？

Q.4 クラウド型のIT資産管理ツールを導入（予定・検討）している理由として、当てはまるものを教えてください（複数回答可）

Q.5 導入（検討も含む）しているクラウド型のIT資産管理ツールはどのような形式ですか？

Q.6 IT資産管理ツールのクラウド化においてどのような点が課題ですか？

Q.7 IT資産管理ツールの選定時に最も必要だと思う要件について教えてください

Q.8 IT資産管理ツールで取得した操作ログの活用方法について教えてください（複数回答可）

Q.9 IT資産管理（PC管理）ツールで取得したPCの操作ログは、どのくらいの保存期間が必要ですか？

Q.10 社内で使用するスマートフォンもあなたの管理対象になっていますか？
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IT資産管理ツールの導入・検討状況、導入理由

社内のPCに関する情報をIT資産管理ツールなどの
ソフトウェアやクラウドサービスで管理していますか？

（有効回答数：1,020）
Q.1

既に導入している

57.6%導入を予定・検討
している

25.4%

現在は予定はなく、
検討も行っていない

10.2%

今後も予定はない6.8%

既に導入している組織は57.6%、導入を予定・検討している組織は25.4%に達している。これにより、全体の80%以上の組織がIT資産管理ツールの導入・
検討をしていることがわかる。主な導入理由としては、PC管理業務の効率化やシステム管理者の負担軽減、セキュリティ強化が挙げられる。

IT資産管理（PC管理）ツールを導入（予定・検討も含む）
した理由として、当てはまることを教えてください

※複数回答可（有効回答数：847）
Q.2

4

138

150

178

187

209

291

343

440

497

その他

情報漏洩の防止

コンプライアンス強化

OS・ソフトウェアの脆弱性対策

ITコスト削減

属人化の回避

内部不正を抑止するため

メンテナンス・問題検出の自動化

システム管理者の負担を軽減

PC管理業務の効率化
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IT資産管理ツールの導入・検討状況（従業員規模別・地域別）

社内のPCに関する情報をIT資産管理ツールなどのソフトウェアやクラウドサービスで管理していますか？
（有効回答数：1,020）Q.1

IT資産管理ツールの導入率は、従業員規模が大きいほど高く、特に1,000名以上の企業・組織では86%に達している。規模別にみると、どの地域も75%以上
の組織がIT資産管理ツールの導入・検討が行っており地域に関わらず導入・検討率が上がっていることがわかる。

68.2%

56.9%

48.0%

18.7%

30.3%

25.5%

8.5%

8.2%

14.6%

4.6%

4.6%

11.9%

1,000名〜

300〜1,000名

〜300名

56.7%

42.9%

57.7%

56.3%

50.0%

58.7%

53.8%

46.2%

61.3%

26.7%

36.7%

26.9%

18.8%

38.2%

22.3%

25.3%

38.5%

23.7%

10.0%

14.3%

9.6%

18.8%

11.8%

10.6%

12.7%

11.5%

8.4%

6.67%

6.12%

5.77%

6.25%

8.38%

8.23%

3.85%

6.51%

北海道

東北

九州

四国

中国

近畿

中部

関東

東京圏

■既に導入している ■導入していないが、導入を予定・検討している ■現在は予定はなく、検討も行っていない ■今後も予定はない

従業員規模別 地域別
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IT資産管理ツール オンプレミス型・クラウド型の導入・検討傾向

導入（予定・検討も含む）しているのは、どちらの
IT資産管理ツールですか？
（有効回答数：847）

Q.3

クラウド型のIT資産管理ツールを
導入・検討している

89.7%

オンプレミス型のIT資産管理
ツールを導入・検討している

10.3%

全体の90%近くがクラウド型の導入・検討をしており、クラウド型の導入・検討が進んでいる。IT資産管理ツールにおいて、クラウドシフトの傾向が強
まっていることがわかる。クラウド型のIT資産管理ツールの主な導入理由として、サーバー管理工数やコストの削減、短期間での運用開始が挙げられる。
従来のオンプレミス型の課題を解決し、コスト削減や効率的な運用を求めていることがわかる。

クラウド型の IT資産管理ツールを導入（予定・検討）
している理由として、当てはまるものを教えてください

※複数回答可（有効回答数：760）
Q.4

2

136

230

331

343

443

その他

常に最新バージョンを利用できるため

インターネット経由で管理・運用できるため

短期間で運用開始できるため

サーバーの調達コストがかからないため

サーバーの管理工数を削減したいため
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0.0%

87.9%

92.8%

86.9%

0.0%

12.1%

7.2%

13.1%

1,000名〜

300〜1,000
名

〜300名

IT資産管理ツール オンプレミス型・クラウド型の導入・検討傾向（従業員規模別・地域別）

導入（予定・検討も含む）しているのは、どちらのIT資産管理ツールですか？
（有効回答数：〇）Q.3

従業員別でみると、クラウド型を利用している企業は1,000名以上が一番多かった。その一方で、クラウド型の導入検討は1,000名以上が一番少ない結果と
なった。従業員規模が大きいほど管理対象のPCが増えるため、コストやセキュリティ面の課題、オンプレミス型からクラウド型への移行にかかる工数など
の課題が影響していると考えられる。
地域別にみると、導入・検討は九州、中国、北海道などが多く、東京圏以外の地方でもクラウド型の導入・検討が進んでいることがわかる。

従業員規模別 地域別

96.0%
84.6%

90.9%

83.3%

93.3%

91.0%

88.8%

86.4%

89.6%

4.0%

15.4%

9.1%

16.7%

6.7%

9.0%

11.2%

13.6%

10.4%

北海道

東北

九州

四国

中国

近畿

中部

関東

東京圏

■クラウド型のIT資産管理ツールを導入・検討している ■オンプレミス型のIT資産管理ツールを導入・検討している
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IT資産管理ツールの運用方法の種類

IT資産管理ツールを
物理サーバーに構築・利用

IT 資産管理ツール

社内ネットワーク

IT資産管理ツールを
IaaS環境に構築・利用

IaaS

IT資産管理ツールベンダーが
提供するSaaSを利用

SaaS

オンプレミス型のIT資産管理ツール クラウド型のIT資産管理ツール
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0.0%

83.3%

85.6%

86.5%

0.0%

16.7%

14.4%

13.5%

1,000名〜

300〜1,000
名

〜300名

クラウド型のIT資産管理ツールの利用形式について

導入（検討も含む）しているクラウド型のIT 資産管理ツールはどのような形式ですか？
（有効回答数：760）Q.5

ベンダーが提供するサービスを利用
（SaaS）

85.1%

AWSなどの基盤に構築して利用
（IaaS）

14.9%

IaaSにIT資産管理ツールを構築する場合は、環境構築やバージョンアップなどのメンテナンスはユーザーが行う必要があるが、SaaS型ではプロバイダーが
管理を行うため、常に最新バージョンを利用できる。全体の85.1%がベンダー提供のSaaSを利用・検討していることから、管理コストの削減や効率的な運
用を期待している企業が従業員規模に関わらず多いことがわかる。

従業員規模別
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IT資産管理ツールのクラウド化における課題と選定ポイント

IT資産管理ツールのクラウド化において
どのような点が課題ですか？

（有効回答数：463）
Q.6

クラウド化の課題として最も多いのがコストの面の課題となっており、オフラインPCの管理や機能不足などもクラウド化のハードルとなっていることがわ
かる。また、IT資産管理ツールの選定時の要件としてもランニングコストが最も多く、次いで、管理コンソールの使いやすさ、機能の豊富さ、運用のしや
すさが重要な要件として挙げられており、特に「コスト」「機能の豊富さ」はIT資産管理ツール選定においては重要なポイントとなっていることがわかる。

IT資産管理ツールの選定時に
最も必要だと思う要件について教えてください

（有効回答数：847）
Q.7

22

23

130

194

212

266

サポート体制

導入実績

運用のしやすさ

機能の豊富さ

管理コンソールの使いやすさ

ランニングコストが抑えられること

1

57

79

99

227

その他

クラウドサービス自体のセキュリティ
に不安がある

クラウド型は機能が少ない場合がある

オフラインPCの管理が難しい

オンプレミス型と比べてコストが高い



13© MOTEX Inc.

IT資産管理ツールの操作ログの活用と保存期間

IT資産管理ツールで取得した操作ログの活用方法について
教えてください

（有効回答数：847）
Q.8

情報漏洩対策やPCの稼働確認、勤怠打刻時間との差分チェックなどが主な活用方法として挙げられている。ログの保存期間は全体の90%以上の組織が1年
以上を必要としている。さらに、3年以上の保存期間を必要とする企業・組織も半数以上に達しており、長期間のログ保存が求められていることがわかる。
クラウド型のIT資産管理ツールではログ保存期間に制限がある場合も多いため、導入検討時には、コストに加えて、ログ保存期間も重要なポイントとなっ
ていることがわかる。

IT資産管理ツールで取得したPCの操作ログは
どのくらいの保存期間が必要ですか?

（有効回答数：847）
Q.9

1

23

145

197

212

276

323

378

378

その他

活用していない

アラートを検知した際のログ確認

退職予定者のログ確認

ウイルス感染時の流入経路の確認

違反操作の定期確認

勤怠打刻時間との差分チェック

PC稼働状況の確認

情報漏洩等のインシデント発生時のログ確認

1年

34.5%

3年

33.6%

5年

12.5%

5年以上

10.3%

3か月
9.1%
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PC・スマホ一元管理のニーズ

社内で使用するスマートフォンも
あなたの管理対象になっていますか？

（有効回答数：1,020）

Q.10

はい

71.3%

いいえ

28.7%

70%以上のPC管理者が社内で使用するス
マートフォンも管理対象にしていること
がわかった。IT資産管理ツールは、PC・
スマホ分かれていることが一般的だが、
今後はPCとスマホを一元管理できるツー
ルかどうかが、選定ポイントのひとつに
なる可能性がある。

IT資産管理ツール
-オンプレミス型-

MDM（モバイルデバイス管理）
- クラウド型 -

・デバイスやソフトウェアの情報収集、管理
・セキュリティパッチやソフトウェアの配布
・操作ログ取得や利用機能の制御

Windows macOS

・デバイス紛失時のリモートロック・ワイプ
・セキュリティポリシーやアプリの配布、管理
・位置情報取得や利用機能の制御

Android iOS+

PCの持ち出しが当たり前になり、
多くのMDMがPC管理にも対応

これまでPC管理はオンプレ型のIT資産管理ツール、スマホ管理はMDMとツールが別れていた状況
スマホ管理もPC管理者が行うことが増えていることから、PC・スマホ一元管理のニーズが上昇
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前回2023年 調査との比較2.



16© MOTEX Inc.

参考：前回の調査結果

調査概要 「IT資産管理（PC管理）ツールのクラウド移行実態」に関する調査

■ 調査期間：2023年6月
■ 調査方法：インターネット調査
■ 調査人数：1,014名（従業員数300名未満：302名、300名〜1,000名未満：401名、

1,000名以上：311名）
■ 調査対象：企業・組織に所属している 情報システム担当者 、かつPC管理の担当者
■ モニター提供元：ゼネラルリサーチ 株式会社

https://www.lanscope.jp/dl/pdf/IT_asset_management_tool_cloud_survey.pdf

資料をダウンロードする

▼前回の資料ダウンロードはこちら

https://www.lanscope.jp/dl/pdf/ISDept1000_01.pdf
https://www.lanscope.jp/dl/pdf/IT_asset_management_tool_cloud_survey.pdf
https://www.lanscope.jp/dl/pdf/IT_asset_management_tool_cloud_survey.pdf
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IT資産管理ツールの導入・検討状況とクラウド型の導入・検討状況（前期調査との比較）

PCをIT資産管理ツールで
管理している

PCをIT資産管理ツールで管理している組織は前回から6.7%増加しており、クラウド型のIT資産管理ツールを導入・検討している組織は8.4%増加している。
この結果からも組織におけるIT資産管理ツールの導入は一般化しており、その中でもクラウド型で検討・導入する組織が増加していることがわかる。

50.9%

57.6%

46%

48%

50%

52%

54%

56%

58%

60%

2023年 2025年

クラウド型のIT資産管理ツールを
導入（予定・検討も含む）している

81.3%

89.7%

76%

78%

80%

82%

84%

86%

88%

90%

92%

2023年 2025年

6.7%UP 8.4%UP
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0%

20%

40%

60%

80%

2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025

東京圏 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 東北 北海道

【地域別】IT資産管理ツールの導入状況（前期調査との比較）

PCをIT資産管理ツールで管理している

IT資産管理ツールの導入状況を地域別に見ると、東京圏以外の地方でも導入率が増加している。地域に関わらずIT資産管理ツールの必要性を感じる企業が
増えている。
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40%

60%

80%

100%

2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025 2023 2025

東京圏 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 東北 北海道

【地域別】クラウド型のIT資産管理ツールの導入・検討状況（前期調査との比較）

クラウド型のIT資産管理ツールを導入（予定・検討も含む）している

クラウド型のIT資産管理ツールの導入・検討状況を地域別に見ると、ほぼすべての地域で増加している。特に九州、中国、北海道などの地方での導入・検
討が進んでおり、東京圏以外の地域でもクラウド型の導入が進んでいることがわかる。これにより、クラウド型のIT資産管理ツールの導入・検討が地域に
関わらず全体で広がっていることがわかる。



20© MOTEX Inc.

まとめ3.
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調査結果まとめ

IT資産管理ツールはクラウド型を導入・検討する組織が増加傾向

IT資産管理ツールの利用は従来はオンプレミス型が主流だったが、調査結果をみると多くの組織がクラウド型を導入・
検討している。前回の結果からも見られた傾向だが、さらに増加傾向となっている。

IT資産管理ツールの選定ポイントは「低コスト」「機能の豊富さ」「使いやすさ」

クラウド型のIT資産管理ツールを検討する組織が増加する一方で、オンプレミス型と比べるとランニングコストが高い、
機能不足などが、クラウド化における課題となっており、IT資産管理ツール選定時の重要なポイントとなっている。

90％以上の組織がIT資産管理ツールでPC・スマホを一元管理
PC管理の担当者の70％以上が、スマホも管理対象となっており、PC・スマホを一つのツールで管理したい（既に管理し
ている）という組織が増加傾向。そのため、PC・スマホをどちらも導入・管理している場合、導入を検討するIT資産管理
ツールが、スマホの管理にも対応しているか？という点も選定時の重要なポイントとなっている。

01

02

03
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調査結果から見えたIT資産管理ツールの選定ポイント

情報システム担当者がIT資産管理ツール検討時に次のようなポイントを見ている

これらのポイントを押さえた プロダクトを網羅したプロダクトをお探しの方は、
LANSCOPEエンドポイントマネージャーをご検討ください

クラウド型であるか コスト 機能の豊富さ スマホ管理もできるか

テレワークなどで社内ネット
ワークに繋がらないデバイスを
管理するため、クラウド型であ
るかどうか

初期費用、ライセンス費用だけ
でなく、サーバーの管理工数削
減ができるか

オンプレミス型のIT資産管理
ツールの方が機能が豊富な場合
が多いが、クラウド型でも同等
の機能が網羅されているか

PC・スマホ両方を情報システ
ム部門で管理している組織も多
く、PC・スマホを一つのツー
ルで管理できるかどうか
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LANSCOPE エンドポイントマネージャーについて知りたい方はこちら

資料をダウンロードする

この資料でわかること

エンドポイントマネージャー クラウド版の
ニーズ・特徴
PC管理機能の紹介

ライセンス体系・価格表・無料体験版

3分 でわかる

LANSCOPE エンドポイントマネージャー クラウド版

モバイル管理機能の紹介

https://www.lanscope.jp/endpoint-manager/form_documents/centralized_management_EM077/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
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LANSCOPE のご紹介4.
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MOTEXが提供するプロダクト・サービス

「LANSCOPE」を通して、お客様の “Security Productivity” の実現を支援

統合エンドポイント
管理

AI 
アンチウイルス

Microsoft 365
セキュリティ

セキュリティ
診断

AI 型ネットワーク
脅威検知

組織の IT 資産管
理・内部不正対策・
外部脅威対策をオー
ルインワンで対応

AI を活用したアンチ
ウイルスで未知・亜
種の脅威を検知・対
処・復旧が可能

Microsoft 365の監査
ログを取得。利用状
況の見える化やア
ラート管理が可能

高い技術力を誇るセ
キュリティエンジニ
アがWeb・ネット
ワーク・クラウドの
脆弱性を診断

AI を活用しネット
ワークを監視、サイ
バー攻撃や内部不正
の兆候を検知・遮断

EPP

EDR

MDR

Web 診断

ネットワーク診断

クラウド診断

監査ログ管理

アラート管理

IT 資産管理・MDM

内部情報漏洩対策

NDR

ネットワーク遮断

Email 監視外部脅威対策

サプライチェーン
リスクマネジメント

ドメイン情報やオン
ライン調査票からサ
プライチェーンリス
クを可視化

セキュリティスコアリング

ASM

リモート
コントロール

遠隔地のサーバーや
PC、スマホへのリ
モート操作、画面共
有などヘルプデスク
業務を効率化

リモートアクセス

ヘルプデスク効率化

エンドポイントセキュリティ クラウドセキュリティ ネットワークセキュリティ
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セミナー・お役立ち資料・Wiz LANSCOPEの紹介

本資料内容についてのご質問や、セキュリティに関するご相談があれば、
お気軽にお問い合わせください。

安全と生産性の両立を実現するために、
ITに関わる情報を分かりやすく伝える
情報サイトです。

オウンドメディア

Wiz LANSCOPE

セミナーを確認する ブログを読む

お役立ち資料

資料をダウンロードする

今すぐ実践できるセキュリティ対策・
事例、調査データ、プロダクト
紹介資料などご活用ください。

ウイルス対策や情報漏洩対策など
幅広いコンテンツを配信中。
いつでも視聴できるオンデマンド配信も
ございます。

無料Webセミナー

https://www.lanscope.jp/request/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/blogs/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/request/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/blogs/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/blogs/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/blogs/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/blogs/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/seminar/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/blogs/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/request/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/request/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/request/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/request/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/seminar/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/seminar/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/seminar/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/seminar/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/seminar/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025
https://www.lanscope.jp/blogs/?utm_source=direct&utm_medium=wp&utm_campaign=2025


本資料に関するお問い合わせ

■マーケティング本部
プロダクトマーケティング部

E-mail product@motex.co.jp

サポートセンター 0120-968-995 （携帯・PHSからは06-6308-8981）

お電話受付時間 9:30〜12:00/13:00〜17:30（平日、祝祭日除く）
E-mailお問い合わせ support@motex.co.jp

ご導入後のプロダクト利用に関するお問い合わせ

© MOTEX Inc.

・記載の会社名およびプロダクト名・サービス名は、各社の商標または登録商標です。
・プロダクトの仕様・サービスの内容は予告なく変更させていただく場合があります。
・MOTEX はエムオーテックス株式会社の略称です。

mailto:product@motex.co.jp
mailto:support@motex.co.jp

	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27

